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CEL SERIES

��
　
大
阪
・
上
町
台
地
か
ら
、
都
心
居
住
の
真
価
を
問
う
て
い
き
た

い
と
の
思
い
を
原
点
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
者
と
研
究
者
な
ど

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組
織
と
し
て
誕
生
し
た
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち

を
考
え
る
会
」
。
第
一
話
で
は
そ
の
背
景
を
簡
単
に
紹
介
し
、
可
能

性
を
展
望
し
て
い
く
た
め
の
入
り
口
と
し
た
。
続
く
第
二
話
で
は
、

同
会
の
今
年
度
事
業
の
一
つ
と
し
て
二
〇
〇
四
年
一
一
月
に
開
催

さ
れ
た
、
ま
ち
の
学
校
・
上
町
四
方
山
話
シ
リ
ー
ズ
１
「
て
ら
ま
ち

極
楽
ス
ト
ー
リ
ー
」
で
提
起
さ
れ
た
論
点
を
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
都
心
居
住
の
あ
り
姿
を
展
望
す
る
う
え
で
、
歴
史
・
文
化

の
連
続
性
に
向
き
合
う
本
質
的
な
意
味
と
は
何
か
を
探
っ
た
。�

　
前
回
・
第
二
話
の
終
わ
り
に
概
括
し
た
と
お
り
、
寺
町
固
有
の
歴

史
・
文
化
に
向
き
合
う
こ
と
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
も
の
は
、
他
者
と

の
関
係
性
へ
の
眼
差
し
で
あ
り
、
背
景
の
異
な
る
者
同
士
が
対
話
を

し
、
価
値
観
の
対
立
を
い
か
に
乗
り
越
え
、
主
体
間
の
境
界
を
相
対

化
し
、
組
み
替
え
、
再
編
し
て
い
く
か
と
い
う
、
ま
ち
づ
く
り
の
究
極

の
課
題
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
の
最
終
回
に
講
師
と
し

て
登
場
し
た
加
藤
政
洋
氏
は
、「
共
移
体
＝
共
異
体
と
し
て
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」「
社
会
を
構
想
す
る
街
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
提
示
し
た
。�

 

「
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
、
ま
ち
づ
く
り
の
究
極
の

課
題
に
向
き
合
う
方
法
を
考
え
、
試
み
を
重
ね
、
次
の
世
代
に
受

け
渡
す
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
上
町
台
地
か
ら

ま
ち
を
考
え
る
会
の
使
命
で
あ
る
」
と
同
会
理
事
の
高
田
光
雄
氏
は

語
っ
て
い
る
。
事
実
、
背
景
の
異
な
る
者
同
士
が
自
律
的
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
組
織
を
形
成
し
、
個
々
の
関
係
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
地

域
の
資
源
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
、
市
民
力
を
育
ん
で
い
く
こ
と

を
目
指
す
、「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
の
あ
り
方
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
究
極
の
課
題
を
乗
り
越
え
る
可
能
性
を
探
ろ
う
と

し
て
い
る
も
の
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。�

　
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
上
記
の
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
を
使

命
と
す
る
同
会
の
組
織
や
事
業
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
、
ま
ち
づ
く

り
を
実
践
す
る
個
々
の
現
場
及
び
そ
の
担
い
手
と
、
組
織
や
ま
ち

づ
く
り
を
研
究
す
る
大
学
・
大
学
院
な
ど
の
研
究
活
動
及
び
そ
の

担
い
手
と
の
実
践
的
な
協
働
関
係
に
よ
っ
て
、
豊
か
に
紡
ぎ
だ
さ

れ
耕
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。�

　
そ
こ
で
、
連
載
第
三
回
目
の
今
回
は
、
実
践
と
理
論
の
現
場
を

介
し
た
協
働
関
係
が
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
、
将
来
に
向
け

て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
の
か
、
今
年
度
取
り
組

ま
れ
た
優
れ
た
研
究
の
紹
介
を
中
心
に
し
な
が
ら
眺
め
て
み
た
い
。�

大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ�

大阪・上町台地発��
都心居住文化の創造へ�

�

大阪・上町台地発�
都心居住文化の創造へ�

（第3話）�

実
践
と
理
論
の�

協
働
関
係
が
紡
ぎ
だ
す�

ま
ち
づ
く
り�

は
じ
め
に�



76CEL Mar.  2005

��
　
と
こ
ろ
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
が
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
な

る
こ
と
自
体
は
、
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
ユ
ニ
ー
ク
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
や
特
徴
的
な
課
題
を
抱
え
た
地

域
は
、
多
く
の
大
学
・
大
学
院
な
ど
の
ゼ
ミ
の
対
象
と
さ
れ
、
学

生
・
院
生
が
地
域
に
入
り
込
ん
で
調
査
に
あ
た
っ
て
い
る
。
調
査

を
も
と
に
、
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
・
博
士
論
文
が
執
筆
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
多
い
。
例
え
ば
、「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」

の
関
係
団
体
を
見
て
も
、
空
堀
商
店
街
界
隈
で
の
「
か
ら
ほ
り
倶
楽

部
」
の
活
動
に
し
ろ
、
寺
町
界
隈
で
の
「
應
典
院
寺
町
倶
楽
部
」
の

活
動
に
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
に
数
々
の
学
生
・
院
生
た
ち
が
研
究
対

象
と
し
て
き
て
い
る
。�

　
し
か
し
、「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
に
関
わ
る
研
究

活
動
が
際
だ
っ
て
い
る
の
は
、
研
究
主
体
で
あ
る
学
生
・
院
生
と

会
と
の
関
係
の
深
さ
・
豊
か
さ
に
お
い
て
で
あ
る
。
単
な
る
研
究

者
と
研
究
対
象
、
あ
る
い
は
組
織
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ

と
い
っ
た
関
係
で
は
な
く
、
む
し
ろ
会
の
一
員
と
し
て
主
体
的
に

会
の
活
動
を
担
い
、
内
部
・
外
部
両
者
の
視
点
を
持
っ
て
、
実
践

と
研
究
の
双
方
を
深
め
、
実
践
の
現
場
に
有
効
な
理
論
を
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
研
究
の
目
的
で
あ
り
成

果
で
あ
る
と
い
う
志
向
を
抱
い
て
、
会
と
そ
こ
に
参
画
す
る
学
生
・

院
生
が
自
律
的
な
協
働
関
係
を
築
い
て
い
る
の
で
あ
る
。�

　
こ
う
し
た
実
践
と
理
論
の
協
働
関
係
が
自
律
的
に
機
能
し
て
き
た

背
景
に
は
、
実
践
か
ら
生
成
力
の
あ
る
理
論
を
紡
ぎ
だ
す
、
グ
ル
ー

プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
専
門
と
す
る
渥
美
公
秀
氏
（
大
阪
大
学
大

学
院
人
間
科
学
研
究
科
助
教
授
）や
、
建
築
学
を
専
門
と
し
価
値
観

の
対
立
を
乗
り
越
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を
探
究
す
る
高
田

光
雄
氏
（
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
）
が
、「
上
町
台
地

か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」の
理
事
で
あ
り
、
か
つ
協
働
的
実
践
を
旨

と
す
る
研
究
者
と
し
て
の
ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
て
会
の
運
営
に
関
わ

っ
て
い
る
縁
が
あ
る
。
ま
た（
財
）大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
の
研
究
主
幹
で
あ
り
大
阪

大
学
大
学
院
の
博
士
課
程
（
渥
美
研
究
室
）の

山
口
洋
典
氏
が
、
ま
さ
に
自
身
の
協
働
的
実

践
の
場
と
し
て
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考

え
る
会
」
に
関
わ
り
、
同
会
の
二
代
目
事
務

局
長
と
し
て
、
次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
の
担

い
手
を
育
成
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
に
新

し
い
人
材
を
導
入
す
る
流
れ
を
形
作
る
プ
ロ

セ
ス
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
い
。�

　
二
〇
〇
四
年
度
、
学
生
・
院
生
に
よ
る
協

働
的
実
践
の
成
果
と
し
て
の
論
文
が
三
本
ま

と
め
ら
れ
た
。
前
記
の
山
口
洋
典
氏
に
よ
る

博
士
論
文
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
ス
』（
長
縄
跳
び
の
着
想
に
基
づ
く
組
織
化
プ
ロ
セ
ス
の
研

究
）
と
、
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
（
高
田
研
究
室
）

の
尾
形
圭
一
氏
に
よ
る
修
士
論
文
『
コ
モ
ン
ズ
の
視
点
か
ら
見
た

「
場
所
」
の
持
続
的
利
用
に
関
す
る
研
究
―
上
町
台
地
周
辺
を
対
象

と
し
て
―
』
と
、
大
阪
大
学
人
間
科
学
部
四
回
生
（
渥
美
研
究
室
）

の
山
本
由
佳
子
氏
に
よ
る
卒
業
論
文
『
つ
な
が
り
の
デ
ザ
イ
ン
―

ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
ピ
ア
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
―
』
で
あ
る
。�

　
以
下
、
個
々
の
研
究
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、
関
係
者
と
し
て
の

多
少
の
感
想
を
交
え
な
が
ら
個
々
の
論
文
の
一
部
分
を
紹
介
し
て

い
き
た
い
。
実
践
と
理
論
の
協
働
関
係
が
紡
ぎ
だ
す
可
能
性
を
感

じ
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。�

���

　
尾
形
氏
の
修
士
論
文
『
コ
モ
ン
ズ
の
視
点
か
ら
見
た
「
場
所
」
の

持
続
的
利
用
に
関
す
る
研
究
―
上
町
台
地
周
辺
を
対
象
と
し
て
―
』

�
「上町台地からまちを考える会」ホームページ�

�
都心居住文化の創造へ�

�

実
践
と
理
論
の
協
働
関
係
の
展
開�

場
所
と
活
動
を
つ
な
ぐ
視
点�
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雄
氏
（
京
都
大

大

研

科
教
授
）

「

か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」の
理
事
で
あ
り
、
か
つ
協
働
的
実
践
を
旨

と
す
る
研
究
者
と
し
て
の
ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
て
会
の
運
営
に
関
わ

�

　
尾
形
氏
の
修
士
論
文
『
コ
モ
ン
ズ
の
視
点
か
ら
見
た
「
場
所
」
の

持
続
的
利
用
に
関
す
る
研
究
―
上
町
台
地
周
辺
を
対
象
と
し
て
―
』

は
、「
コ
モ
ン
ズ
（
複
数
の
主
体
）
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
、
共
的
に

管
理
さ
れ
る
資
源
と
そ
の
持
続
的
利
用
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
概
念
を

導
入
し
、
私
的
、
公
的
で
は
な
い
、
共
的
に
「
場
所
」
の
持
続
的
利

用
を
実
現
す
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
上
町
台
地
周
辺
地

域
で
展
開
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
志
向
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
考
察
し
た
研
究
で
あ
る
（
尾
形
）
。
上
記
考

察
を
通
し
て
、
都
心
居
住
者
に
よ
る
場
所
利
用
の
促
進
、
場
所
の

持
続
性
向
上
に
対
す
る
共
的
管
理
の
有
効
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
、
活
動
を
通
じ
た
場
所
の
共
的
管
理
の
実
現
・
拡
大
及
び
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
意
義
に
関
す
る
特
徴
の
抽
出
か
ら
、

都
心
居
住
者
に
よ
る
共
的
な
場
所
の
持
続
的
利
用
の
方
向
性
や
課

題
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る（
尾
形
）
。�

　
筆
者
は
、
尾
形
氏
の
論
文
が
、
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る

会
」
の
誕
生
か
ら
現
在
に
至
る
活
動
の
流
れ
の
中
で
、
次
の
二
点
に

お
い
て
大
き
な
示
唆
と
価
値
を
付
与
す
る
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

一
つ
は
、
第
一
話
の
中
で
も
少
し
触
れ
た
、
同
会
の
発
足
の
引
き

金
と
な
っ
た
、
都
市
公
団
（
現
在
の
都
市
再
生
機
構
）
の
筆
ヶ
崎
地

区
整
備
事
業
の
検
討
に
お
け
る
、「
上
本
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク（
Ｃ.

Ｎ.

）構
想
」
と
の
関
係
に
お
い
て
で
あ
る
。
尾
形
氏

の
論
文
は
、
同
構
想
が
描
い
て
い
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
意
味
を
掘
り
下
げ
、
現
実
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
そ

の
価
値
を
持
続
的
に
発
揮
し
て
い
く
た
め
の
道
筋
と
し
て
、
都
心

に
お
け
る
場
所
の
共
的
管
理
と
い
う
視
点
か
ら
具
体
的
な
検
討
を

試
み
て
い
る
。
つ
ま
り
、
場
所
づ
く
り
の
一
つ
で
あ
る
空
間
的
な

開
発
行
為
と
、
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
ソ
フ
ト
の
仕
掛
け

が
、
都
心
に
お
い
て
結
び
つ
く
必
然
性
と
意
義
を
、
都
心
居
住
者

と
い
う
人
間
存
在
を
中
心
に
据
え
な
が
ら
、
一
つ
の
文
脈
の
中
で
、

一
体
的
に
理
論
化
し
語
り
上
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。�
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　　4–5–1.  下寺町界隈：應典院寺町倶楽部�
　　4–5–2.  空堀界隈：からほり倶楽部�
　　4–5–3.  コリアタウン界隈：コリアNGOセンター�
　　4–5–4.  上町台地周辺地域：上町台地からまちを考える会�
　　4–5–5.  共的管理の有効性�
　4–6.  都心居住者による共的な場所の持続的利用の方向性と課題�
　　4–6–1.  界隈単位のC.N.を志向したコミュニティ活動の特徴�
　　4–6–2.  考える会のC.N.を志向したコミュニティ活動の特徴�
　　4–6–3.  共的な場所の持続的利用の方向性と課題�
　4–7.  小結�
第5章　結論 �
　5–1.  結論�
　5–2.  今後の研究課題�
�
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も
う
一
点
は
、
都
市
と
社
会
の
持
続
可
能
性
の
た
め
に
、
ス
ト

ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
型
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
な
も
の
で
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
よ
い
も
の
か
。
社

会
全
体
が
直
面
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
大

き
な
問
い
、
言
葉
で
は
簡
単
に
言
い
表
せ
て
も
、
実
際
に
そ
の
道

筋
を
探
る
の
は
容
易
で
は
な
い
重
い
課
題
に
対
し
て
、
一
つ
の
方

向
性
を
探
り
、
指
し
示
そ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。�

　
尾
形
氏
は
、
共
的
な
管
理
に
よ
っ
て
、
都
心
居
住
者
に
よ
る
場

所
利
用
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
、
及
び
場
所
の
持
続
性
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
し
た
上
で
、
都
心
居
住
者
に
よ
る
場
所

の
持
続
的
利
用
の
方
向
性
と
し
て
、
次
の
点
を
挙
げ
て
い
る
。
第

一
に
、
界
隈
内
部
の
活
動
主
体
が
単
独
で
場
所
の
管
理
主
体
に
加

わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
だ
け
で
な
く
、
外
部
の
活
動
主
体
と
の

協
働
に
よ
り
複
数
の
活
動
主
体
が
場
所
の
管
理
に
加
わ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
が
連
動
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。

第
二
に
、
内
部
の
活
動
主
体
と
外
部
の
活
動
主
体
の
協
働
を
促
進

し
て
い
く
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て

活
動
主
体
間
の
協
働
を
促
進
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
こ
と（
尾
形
）
。

ま
た
、
課
題
と
し
て
次
の
点
を
上
げ
て
い
る
。
第
一
に
、
活
動
で

利
用
す
る
場
所
に
既
存
の
利
用
・
管
理
主
体
と
の
競
合
を
調
整
す

る
こ
と
。
第
二
に
、
活
動
主
体
内
の
個
人
負
担
を
低
減
す
る
こ
と
。

第
三
に
、
地
域
の
活
動
主
体
が
、
外
か
ら
の
活
動
主
体
と
場
所
と

の
関
係
を
密
に
す
る
こ
と
。
第
四
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
外
部
の
活
動
主
体
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
（
尾
形
）
で
あ
る
。�

�

　�

�

　
尾
形
氏
の
研
究
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
、
活
動
主
体
間
の
協
働
の

促
進
や
外
部
の
活
動
主
体
を
受
け
入
れ
る
体
制
の
整
備
に
も
つ
な

が
る
視
点
と
し
て
、
一
つ
の
場
所
と
事
業
に
着
目
し
た
考
察
と
提

言
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
山
本
由
佳
子
氏
に
よ
る
卒
業
論
文
『
つ
な

が
り
の
デ
ザ
イ
ン
―
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
ピ
ア
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
―
』
で
あ
る
。�

　
山
本
氏
が
研
究
対
象
と
し
た
の
は
、「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考

え
る
会
」
が
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
一
〇
〇
人

の
チ
カ
ラ
！
」
と
い
う
事
業
で
あ
る
。
二
週
間
に
一
度
開
か
れ
る
セ

ミ
オ
ー
プ
ン
の
勉
強
会
で
、
考
え
る
会
の
八
人
の
理
事
が
毎
回
交

替
で
ゲ
ス
ト
を
呼
び
、
ゲ
ス
ト
の
活
動
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
も
と

に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
山
本
）
。
い
わ

ば
、
資
源
開
発
の
一
つ
の
手
法
で
あ
り
、
ゲ
ス
ト
が
一
〇
〇
人
に

達
し
た
時
に
、
一
堂
に
会
す
る
こ
と
を
目
標
に
置
き
つ
つ
、
む
し

ろ
場
の
創
出
を
重
ね
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
可
能
性
を
見
出
そ
う
と

す
る
取
り
組
み
で
も
あ
る
。�

　
こ
の
「
一
〇
〇
人
の
チ
カ
ラ
！
」
を
、
山
本
氏
は
「
ま
ち
づ
く
り
」

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
ピ
ア
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
三
つ
の

�

�
都心居住文化の創造へ�

�

事
業
の
可
能
性
を
拡
張
す
る
視
点�

つながりのデザイン�
　―まちづくりネットワークにおけるピア・ディスカッション―�
�
　　山 本 由 佳 子（大阪大学人間科学部４回生）�
�

第1章　はじめに�
　1–1.  まちづくりという視点�
　1–2.  ネットワークという視点�
　1–3.  ピア・ディスカッションという視点�
第2章　本研究の目的・研究方法
　2–1.  研究の目的�
　2–2.  研究の方法�
第3章　上町台地からまちを考える会 ― エスノグラフィー ―�
　3–1.  会の構成�
　3–2.  会の成り立ち、目指すもの
　3–3.  100人のチカラ！という事業
第4章　まちづくりのピア・ディスカッションとしての�
　　　　「100人のチカラ！」― 理論的考察 ―�
　4–1.「まちづくり」の観点からみた100人のチカラ！
　4–2.「ネットワーク」の観点からみた100人のチカラ！�
　4–3.  ピア・ディスカッションの観点からみた100人のチカラ！�
第5章　まとめ ―結論と実践的提言―�
　5–1.  100人のチカラ！ 運営への実践的提言�
　5–2.  今後の展望 ― わたあめ製造機のメタファーを用いて ―�
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促
進
や
外
部
の
活
動
主
体
を
受
け
入
れ
る
体
制
の
整
備
に
も
つ
な

が
る
視
点
と
し
て
、
一
つ
の
場
所
と
事
業
に
着
目
し
た
考
察
と
提

　
こ
の
「
一
〇
〇
人
の
チ
カ
ラ
！
」
を
、
山
本
氏
は
「
ま
ち
づ
く
り
」

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
ピ
ア
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
三
つ
の

視
点
か
ら
丹
念
に
考
察
し
、
①
ま
ち
づ
く
り
の
「
場
」
の
創
出
を
協

働
で
行
っ
て
お
り
、
特
に
参
加
者
は
そ
の
こ
と
を
意
識
せ
ず
に
場

に
参
画
で
き
て
い
る
こ
と
、
②
考
え
る
会
と
同
じ
構
造
を
持
っ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
そ
の
参
加
者
の
実
践
の
質
を
高
め
る
た

め
の
共
振
作
用
を
持
つ
実
践
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、

③
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
共
通
項
を
持
つ
「
仲
間
」
の
間
で
の
ピ
ア
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
、
暗
黙
知
を
明
白
知
に
変
え
る
学
び

の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
山
本
）
と
し

て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
理
論
に
も
触
れ
な
が

ら
、
真
剣
な
参
与
観
察
者
の
立
場
な
ら
で
は
の
感
想
と
し
て
、
「『
一

〇
〇
人
の
チ
カ
ラ
！
』
は
、
研
究
者
と
し
て
の
筆
者
自
身
、
ま
た
当

事
者
で
あ
る
現
場
の
人
々
全
て
が
そ
の
動
的
情
報
形
成
プ
ロ
セ
ス

に
実
践
的
に
関
わ
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
っ
た
」（
山
本
）
と
振
り
返

っ
て
い
る
。�

　
上
記
の
考
察
に
基
づ
い
て
、
山
本
氏
は
「
一
〇
〇
人
の
チ
カ
ラ
！
」

と
い
う
事
業
の
可
能
性
を
拡
張
し
て
い
く
方
策
と
し
て
、
①
広
範

囲
に
ま
ち
づ
く
り
を
盛
り
上
げ
て
い
く
仕
掛
け
と
し
て
、
参
加
者

の
多
様
化
と
リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
を
戦
略
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
、

②
人
材
育
成
の
仕
掛
け
と
し
て
、「
学
び
の
場
」
と
し
て
の
「
一
〇

〇
人
の
チ
カ
ラ
！
」
に
次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
た
ち
を
参

加
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
、
③
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
よ
り
高
め
る
た
め

に
、
理
事
に
よ
る
意
識
的
な
場
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
な
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
三
つ
の
実
践
的
提
言
を
導
い
て
い
る
（
山
本
）
。�

　
そ
の
指
摘
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
と
し
て
の
「
上
町
台
地
か
ら

考
え
る
会
」
が
追
求
す
べ
き
事
業
の
方
向
性
や
性
格
を
指
し
示
し
て

く
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
山
本
氏
は
、
次
の
よ

う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
メ
タ
フ
ァ
ー
を
用
い
て
今
後
の
展
望
を
物
語
っ

て
い
る
。
「
『
一
〇
〇
人
の
チ
カ
ラ
！
』
は
、
ま
ち
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
機
能
を
担
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
そ
れ
を
、

ア
イ
デ
ア
と
人
材
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
と
し
て
の
機
能
だ
と
考

え
て
い
る
。『
一
〇
〇
人
の
チ
カ
ラ
！
』
を
わ
た
あ
め
製
造
の
「
機

械
」
だ
と
見
立
て
た
の
は
、
そ
こ
に
ザ
ラ
メ
を
温
め
溶
か
す
（
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
ト
す
る
）「
熱
」
が
生
ま
れ
、
参
加
者
の
想
い
を
溶
か
し

あ
っ
て
再
構
成
す
る
と
い
う
「
機
会
」
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

様
々
な
大
き
さ
や
味
の
ザ
ラ
メ
は
、『
一
〇
〇
人
の
チ
カ
ラ
！
』
と

い
う
機
械
（
機
会
）
に
よ
っ
て
温
め
ら
れ
、
糸
と
な
っ
て
互
い
に
絡

み
合
い
、
新
た
な
知
と
し
て
の
わ
た
あ
め
を
形
成
す
る
」（
山
本
）
と

同
時
に
「
『
一
〇
〇
人
の
チ
カ
ラ
！
』
は
、
人
材
育
成
の
仕
掛
け
と

も
な
り
う
る
。『
一
〇
〇
人
の
チ
カ
ラ
！
』
に
参
加
す
る
ま
ち
づ
く

り
の
未
来
の
担
い
手
た
ち
は
、
議
論
か
ら
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
の

実
行
主
体
と
し
て
も
活
躍
し
、
い
っ
そ
う
経
験
を
積
ん
で
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」（
山
本
）
と
。�

���

　
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
組
織
を
対
象
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
当
然
の
こ
と
で

は
あ
る
が
、
尾
形
氏
・
山
本
氏
両
者
の
研
究
に
通
底
す
る
テ

ー
マ
は
、
関
係
性
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
い
っ
て
も
い
い

だ
ろ
う
。
グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
立
場
か
ら
、
こ

の
テ
ー
マ
に
徹
底
し
て
こ
だ
わ
り
、
組
織
の
形
成
と
発
展
プ

ロ
セ
ス
を
約
三
年
に
渡
っ
て
追
っ
て
い
っ
た
の
が
、
山
口
洋

典
氏
に
よ
る
博
士
論
文
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ま
ち
づ
く
り
の

グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
』（
長
繩
跳
び
の
着
想
に
基
づ

く
組
織
化
プ
ロ
セ
ス
の
研
究
）
で
あ
る
。
山
口
氏
は
、
「
上
町

台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
の
発
足
前
史
の
段
階
か
ら
参

与
観
察
を
始
め
、
同
会
の
立
ち
上
げ
期
を
支
え
た
前
事
務
局

長
の
後
を
受
け
、
二
〇
〇
四
年
四
月
か
ら
二
代
目
の
事
務
局

長
に
就
任
。
ハ
ビ
タ
ン
ト
（
外
部
参
入
者
）
の
視
点
を
得
て
、

研
究
者
か
つ
実
践
者
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
新
た
な

モ
デ
ル
を
実
践
的
に
構
築
、
提
示
で
き
れ
ば
（
山
口
）
と
の
前

向
き
な
意
思
で
重
責
を
担
っ
て
い
る
立
場
で
も
あ
る
。�

「上町台地100人のチカラ！」開催風景�
（「上町台地からまちを考える会」事務所にて）�

CEL SERIES

大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ�

�
都心居住文化の創造へ�

�

関
係
性
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
視
点�
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山
口
氏
の
研
究
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
そ
の
価
値
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ま
ち
づ

く
り
の
本
質
に
光
を
当
て
、
そ
の
実
践
の
現
場
か
ら
担
い
手
が
共

有
す
る
言
説
の
構
築
を
目
指
し
た
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、

筆
者
は
受
け
止
め
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
団
体
や

個
人
が
向
き
合
っ
て
い
く
課
題
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
を
持

ち
寄
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
実
践
し
て
い
く
。
そ
う
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
に
着
目
し
、
関
係
性
の
中
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
動
的
な
組
織
の
あ
り
様
を
、
一
連
の
長
繩
跳
び
に
見
立
て

て
可
視
的
に
物
語
り
、
実
践
現
場
を
動
か
し
て
い
く
理
論
と
し
て

い
る
点
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
を
開
い
て
い
く
、
際

だ
っ
た
眼
差
し
と
意
思
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。�

　
山
口
氏
は
長
縄
跳
び
の
メ
タ
フ
ァ
ー（
隠
喩
）を
用
い
て
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
ま
ち
づ
く
り
の
動
態
を
丁
寧
に
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
要

旨
を
山
口
氏
自
ら
が
わ
か
り
や
す
く
語
っ
て
い
る
大
阪
日
日
新
聞
コ

ラ
ム（
二
〇
〇
五
年
二
月
五
日
）の
中
か
ら
、
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

　
「
こ
の
よ
う
な
活
動
の
つ
な
が
り
や
広
が
り
や
ま
と
ま
り
を
、
長

縄
跳
び
に
見
立
て
て
み
る
と
、
考
え
る
会
で
は
、
参
加
す
る
団
体
の

リ
ー
ダ
ー
や
学
識
経
験
者
ら
が
、
と
き
に
は
回
す
人
に
な
り
、
と
き

に
は
跳
ぶ
人
に
な
り
、
と
そ
の
役
割
を
適
宜
変
え
な
が
ら
縄
を
回

し
続
け
て
い
る
。
一
人
で
す
る
縄
跳
び
の
た
め
の
短
縄
を
連
結
さ

せ
て
、
長
縄
（
大
縄
）
を
作
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
道
具
や
発
想
を
つ
な
い
で
、
跳
び
方
や
回
し
方
を
考
え
る
。�

 

こ
こ
で
の
縄
は
、
組
織
の
事
業
を
指
し
、
そ
の
軌
跡
こ
そ
が
活
動

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
取
り
組
み
の
成
果
と
な
る
。
し
た
が
っ

て
、
縄
を
跳
ぶ
タ
イ
ミ
ン
グ
も
重
要
だ
が
、
自
分
が
縄
に
引
っ
掛

か
り
そ
う
な
と
き
に
は
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
重
要
に
な
る
し
、
跳

ぶ
人
が
少
な
け
れ
ば
回
す
人
の
熱
意
や
努
力
も
薄
く
な
る
よ
う
に
、

跳
ぶ
人
と
回
す
人
の
両
者
の
存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
長
縄
跳
び
が
成

立
す
る
。
」（
山
口
）�

　
そ
し
て
、「
す
べ
て
の
長
縄
跳
び
が
う
ま
く
い
く
わ
け
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
縄
が
止
ま
っ
た
後
、
体
制
を
整
え
て
再
び
回
し
始
め
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
」（
山
口
）
と
。
さ
ら
に
論
文
で
は
、
長
縄
跳
び

に
他
者
を
迎
え
入
れ
て
い
く
場
面
を
借
り
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
、
共
同
性
の
相
互
承
認
の
過
程
、
そ
の
契

機
と
し
て
の
異
質
性
の
現
前
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。�

 

「
本
研
究
は
、
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
の
概
念
を
深
め
て
い
る
わ

け
で
も
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
論
を
検
討
し
た
も
の
で
は
な
く
」
と

山
口
氏
は
語
っ
て
い
る
。
裏
返
し
て
み
れ
ば
、
既
存
の
枠
組
み
の

延
長
で
語
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
や
組
織
論
が
、
実
践
の
現
場
で
生

成
力
の
あ
る
物
語
を
生
み
出
せ
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か

も
し
れ
な
い
。
ま
ち
づ
く
り
や
組
織
論
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の

途
上
で
、
協
働
的
実
践
か
ら
生
成
力
の
あ
る
理
論
を
生
み
出
す
、

グ
ル
ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
可
能
性
を
、

「
長
縄
跳
び
」
の
メ
タ
フ
ァ
ー
は
物
語
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
事

実
、
ハ
ビ
タ
ン
ト
（
外
部
参
入
者
）
の
視
点
を
、
山
口
氏
が
「
上
町
台

地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
に
持
ち
込
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
会

の
組
織
と
構
成
員
は
、
諸
々
の
困
難
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
個
々
の

問
題
を
相
対
化
し
、
新
た
な
共
同
性
を
生
み
出
す
方
向
へ
と
着
実

に
自
律
的
に
軌
道
を
描
い
て
き
た
実
感
が
あ
る
。
山
口
氏
に
よ
る

協
働
的
実
践
が
な
し
え
た
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
貢
献
で
あ
る
。�

���

　
山
口
氏
は
論
文
の
第
一
章
で
「
本
研
究
は
、
現
場
に
お
い
て
展
開

さ
れ
る
実
践
を
『
今
後
次
の
世
代
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
っ
た
ら
い
い

か
』
と
い
う
点
に
応
え
て
い
く
も
の
で
あ
る
」（
山
口
）
と
、
そ
の
目

的
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
。「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」

内
で
の
世
代
間
の
経
験
や
記
憶
の
継
承
と
、
他
地
域
へ
の
影
響
力

と
い
う
二
つ
の
側
面
が
あ
る
が
、
現
場
の
実
践
に
お
い
て
は
、
年

齢
の
違
い
や
共
通
体
験
の
有
無
な
ど
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
前
提

に
、
相
互
に
共
同
性
を
承
認
し
あ
い
な
が
ら
新
た
な
集
合
性
に
向

長縄跳び（ネットワーク型まちづくり）の発展段階のイメージ�
～どんな場所でどんな長縄跳びをしているのかに気付く～�

長縄跳び（ネットワーク型まちづくり）の初期段階のイメージ�
～それぞれの短縄（事業）を持ちよって結ぶ～�

（山口洋典氏論文からイラスト転載）�

�
都心居住文化の創造へ�

�

次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
視
点�
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跳

者

存
在

縄
跳

立
す
る
。
」（
山
口
）�

　
そ
し
て
、「
す
べ
て
の
長
縄
跳
び
が
う
ま
く
い
く
わ
け
で
は
な
い
。

側

現
場

践

齢
の
違
い
や
共
通
体
験
の
有
無
な
ど
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
前
提

に
、
相
互
に
共
同
性
を
承
認
し
あ
い
な
が
ら
新
た
な
集
合
性
に
向

き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
、
世
代
を
越
え
て
経
験
や
記
憶
が
伝
承
さ

れ
て
い
く
こ
と
（
山
口
）
に
つ
な
が
る
と
い
う
。
ま
た
、
上
町
台
地
か

ら
他
地
域
へ
の
影
響
と
い
う
面
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ー
カ
ル
で
、

イ
ン
ナ
ー
ロ
ー
カ
ル
な
実
践
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
新
た
に
共
同

性
の
承
認
を
促
す
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
、
次
世
代
に
「
つ
な
げ

る
」
た
め
の
手
が
か
り
に
な
る
（
山
口
）
と
い
う
。�

　
先
に
紹
介
し
た
尾
形
氏
や
山
本
氏
は
、「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を

考
え
る
会
」
を
研
究
対
象
と
し
た
だ
け
で
な
く
、
自
ら
主
体
的
に
会

の
活
動
に
関
わ
り
協
働
的
実
践
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
を
通
し
て
、

次
の
世
代
や
他
地
域
へ
の
経
験
や
記
憶
の
継
承
の
担
い
手
と
も
な

っ
て
い
る
。�

　
尾
形
氏
は
論
文
の
序
章
で
、
次
の
よ
う
に
会
の
特
性
の
理
解
と

自
ら
の
関
わ
り
の
ス
タ
ン
ス
を
明
言
し
て
い
る
。「
考
え
る
会
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
研
究
者
が
活
動
を
批
判
的
に
考
察
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
地
域
の
活
動
主
体
が
あ
る
活
動
を
行
う
の
と
並
行
し
て
、

研
究
者
が
活
動
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
受
け
協
働
を
行
い
つ
つ
、

そ
こ
か
ら
の
批
判
を
活
動
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
、
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
担
う
次
の
世
代
に
知
見
と
し
て
伝
え
て
い
く

こ
と
を
、
自
覚
的
に
組
み
込
ん
だ
活
動
主
体
で
あ
る
。
従
っ
て
、

本
研
究
も
考
え
る
会
の
活
動
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
り
、
完
結
し

た
一
つ
の
研
究
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
は
、
地
域

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
考
え
る
会
の
事
業
へ
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」（
尾
形
）
。�

　
そ
の
表
明
ど
お
り
、
尾
形
氏
が
立
ち
上
げ
た
地
域
資
源
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
は
、「
上
町
台
地
の
資
源
・
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
、
ま
た

こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
た
い
人
が
参
照
で
き
る
よ
う
に
、
資
源
自

身
に
関
す
る
情
報
の
み
な
ら
ず
、
既
存
の
活
動
に
お
い
て
そ
れ
ら

資
源
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
か
に

つ
い
て
の
情
報
も
網
羅
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
資
源
の
リ
ス
ト
で

あ
る
と
同
時
に
資
源
の
ガ
イ
ド
で
あ
る
こ
と
を
目
指
す
」（
尾
形
）
も

長縄跳
～どん

CEL SERIES

大
阪
・
上
町
台
地
発
　
都
心
居
住
文
化
の
創
造
へ�

�
都心居住文化の創造へ�

�

ネットワーク型まちづくりのグループ・ダイナミックス�
　―長縄跳びの着想に基づく組織化プロセスの研究―�
�
　　山 口 洋 典（大阪大学大学院人間科学研究科博士課程）�
 �

第1章　問題�
　1–1.  はじめに�
　1–2.  まちづくりの実践の意味�
　1–3.  まちづくりの実践のネットワーキング�
　1–4.  グループ・ダイナミックスにおけるまちづくり研究�
第2章　グループ・ダイナミックスとメタファー�
　2–1.  協働的実践に基づく理論の生成における�
　　　　メタファーの役割�
　2–2.  メタファー使用に関する先行研究から�
　2–3.  組織研究とメタファー�
　2–4.  「長縄跳び」のメタファー導入�
第3章　フィールドワークの概要�
　3–1.  上町台地という地域のまちづくりの概要�
　3–2.  上町台地からまちを考える会�
　3–3.  上町台地からまちを考える会と上町台地のまちづくり�
　3–4.  上町台地におけるハビタントとしての立場�
第4章　上町台地におけるまちづくりの実践の組織化の過程�
　4–1.  組織の形成過程（2002.7～12）�
　4–2.  事業の形成過程（2002.12～2003.5）�
　4–3.  理事の役割分担（2003.6～8）�
　4–4.  事業の再構築（2003.9～2004.3）�
　4–5.  事業と組織の再構築（2004.2～2004.3）�
　4–6.  地域と拠点への関心（2004.4～12）�
第5章　「長縄跳び」の集合流としてみた組織化の過程�
　5–1.  縄の同期が始まる： 命名と愛着�
　5–2.  縄を連結： 二次モード�
　5–3.  縄を交替でまわす： 規範の伝達�
　5–4.  短縄を繙き長縄を綯う： リーダーの言説戦略�
　5–5.  縄の長さを調整する： ミッションからマンデートへ�
　5–6.  縄の軌跡と跳躍の場への注視： 場のマネジメント�
第6章　意味創出としての組織化�
　6–1.  グループ・ダイナミックスと「長縄跳び」のメタファー�
　6–2.  まちづくりの実践と私�
　6–3.  おわりに�
�



CEL

82CEL Mar.  2005

の
と
し
て
構
想
さ
れ
、「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
順
次
公
開
さ
れ
て
い
っ
て
い
る
。�

　
ま
た
、
山
本
氏
も
論
文
の
中
で
、「
現
場
に
対
し
て
実
践
的
な
提

言
や
今
後
の
展
望
を
導
く
こ
と
こ
そ
が
、
本
研
究
の
大
き
な
目
的

で
あ
る
」（
山
本
）
と
語
り
、
自
ら
示
し
た
提
言
を
自
ら
実
行
す
る
た

め
、「
一
〇
〇
人
の
チ
カ
ラ
！
」
の
参
加
者
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

を
立
ち
上
げ
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
手
で
毎
回
の
内
容
の
サ
マ
リ
ー

と
次
回
の
予
告
を
簡
単
に
ま
と
め
メ
ル
マ
ガ
風
に
配
信
す
る
取
り

組
み
を
開
始
し
て
い
る
。�

　
学
生
・
院
生
等
の
主
体
的
な
事
業
へ
の
参
画
や
研
究
を
通
し
た

協
働
的
実
践
の
軌
跡
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組
織
と
し
て
の
可
能

性
を
開
発
し
て
い
く
際
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
あ

ら
た
め
て
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
自
律
的
な
実
践
を
引
き
出
し
、

受
け
止
め
、
相
互
に
影
響
し
あ
い
な
が
ら
、
新
た
な
共
同
性
を
形

作
っ
て
い
く
力
量
が
、
組
織
運
営
の
側
に
も
問
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
学
生
・
院
生
な
ど
と
の
協
働
的
実

践
を
、
異
質
性
を
受
け
止
め
、
経
験
や
記
憶
を
共
有
し
継
承
す
る

試
行
の
一
つ
と
捉
え
れ
ば
、
そ
の
先
に
新
た
な
他
者
と
の
共
同
性

の
創
出
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
も
開
か
れ
て
く
る
。�

���

　
限
ら
れ
た
誌
面
の
中
で
、
非
常
に
雑
駁
な
記
述
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
度
に
「
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
」

を
対
象
に
ま
と
め
ら
れ
た
三
つ
の
論
文
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の

協
働
的
実
践
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、
将
来
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
可
能
性
を
指
し
示
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
か
を
簡
単
に

眺
め
て
み
た
。�

　
そ
の
意
味
や
可
能
性
を
前
向
き
に
評
価
し
、
さ
ら
に
拡
張
し
て

い
く
試
行
の
一
つ
と
し
て
、
上
町
台
地
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お

い
て
、
協
働
的
実
践
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
広
げ
新
た
な
人
材
を
迎
え

入
れ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
研
究
活
動
を
外
部
へ
の
具
体
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
提
案
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
試
み
を
、
現

在
立
ち
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｌ
（
筆
者
）
の
研
究
活

動
の
一
環
と
し
て
、（
財
）
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
（
研
究
主

幹
・
山
口
洋
典
氏
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
に
、
複
数
の
大
学
・
大

学
院
（
※
）
の
参
画
を
得
て
、
大
学
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
が
協
働
で
実
践

す
る
「
上
町
台
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
」
を
組
織
。

現
場
の
主
体
と
し
て
、
上
町
台
地
か
ら
ま
ち
を
考
え
る
会
の
参
画

及
び
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
目
下
調
査
を
展
開
中
で
あ
る
。�

　
新
た
な
長
縄
跳
び
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
、
上
町
台
地
か
ら
豊
か
な

都
心
居
住
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
を
開
い
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
の
取
り
組
み
と
し
て
。�

（
大
阪
ガ
ス  

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所 

客
員
研
究
員
）�

�（
※
）
京
都
精
華
大
学
（
筒
井
洋
一
氏
研
究
室
）
・
京
都
大
学
大
学
院
（
高
田
光
雄

　
　
氏
研
究
室
）
・
同
志
社
大
学
大
学
院
（
新
川
達
郎
氏
研
究
室
）
・
大
阪
大
学�

　    

大
学
院
（
渥
美
公
秀
氏
研
究
室
）�

　�付
記 

:  

本
稿
で
の
紹
介
を
快
く
了
解
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
各
論
文
の
執
筆

者
、
山
口
洋
典
氏
、
尾
形
圭
一
氏
、
山
本
由
佳
子
氏
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。�
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